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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第24期

第２四半期累計期間
第25期

第２四半期累計期間
第24期

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日

自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日

自  平成22年10月１日
至  平成23年９月30日

売上高 (千円) 39,477,759 31,571,221 76,928,202

経常利益又は経常損失(△) (千円) △240,906 156,241 △637,775

四半期純利益又は四半期(当期)
純損失(△)

(千円) △166,794 39,529 △413,402

持分法を適用した
場合の投資損失(△)

(千円) ― △4,317 △3,532

資本金 (千円) 550,450 550,450 550,450

発行済株式総数 (株) 2,529,100 2,529,100 2,529,100

純資産額 (千円) 6,031,057 5,701,278 5,781,599

総資産額 (千円) 25,017,180 20,851,590 19,814,845

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △65.95 15.72 △163.46

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 35.0

自己資本比率 (％) 24.1 27.3 29.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,181,321 △930,062 6,368,518

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △11,999 △6,754 △57,163

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,981,982 509,697 △5,852,232

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 669,225 464,730 870,011

　

回次
第24期

第２四半期会計期間
第25期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日

自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期純損失金額(△)

(円) △54.20 17.08

(注) １　当社は、連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第24期第２四半期累計期間の持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がありませんので、記載

しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第24期第２四半期累計期間及び第24期におい

ては１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、第25期第２四半期累計期間においては、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期累計期間（平成23年10月１日～平成24年３月31日）における世界経済は、欧州財政金融

危機を背景とした先進国の景気低迷が、中国等の新興国の経済成長ペースを鈍化させるなど厳しい状況

が続いております。

この様な経営環境のもと、当社におきましては既存取引の強化及び新規顧客の獲得や取扱商品の拡大

に取り組み収益性の向上を目指してまいりましたが、タイで発生した洪水の影響や景気低迷によるＯＤ

Ｄ(オプティカル・ディスク・ドライブ)市場の縮小、高機能薄型ＴＶの売れ行き不振などにより、売上高

は315億71百万円（前年同四半期比20.0％減）となりました。

利益につきましては、経費削減に加え、棚卸資産における評価基準を変更したこと等により、営業利益

は65百万円（前年同四半期は営業損失２億11百万円）となりました。２月以降にやや円安基調に推移し

たため、為替差益が１億22百万円発生したことにより、経常利益は１億56百万円（前年同四半期は経常損

失２億40百万円）となりました。また、四半期純利益は、平成23年12月２日に公布された改正法人税法及

び復興財源確保法による税率の変更に伴う影響額を計上したこと等により、39百万円（前年同四半期は

四半期純損失１億66百万円）となりました。

　

事業部門別の業績は、次のとおりであります。

　

①半導体事業

半導体事業は、タイの洪水によるＰＣ生産の減少や景気低迷による家電需要不振等により、顧客のＯ

ＤＤ及び高機能薄型ＴＶの生産が計画を下回り、売上は低調に推移いたしました。

以上の結果、売上高は79億31百万円（前年同四半期比10.4％減）となりました。

　

②電子デバイス事業

電子デバイス事業は、タイの洪水による部品不足の影響でＰＣの生産が減少し、顧客のＯＤＤ販売が

低迷しました。部品不足は３月には解消に向かい、顧客の需要は増えてきましたが売上は十分に回復し

ませんでした。

以上の結果、売上高は71億85百万円（前年同四半期比27.7％減）となりました。
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③ＬＣＤモジュール事業

ＬＣＤモジュール事業は、顧客のスマートフォン向け需要が低迷したことにより、売上は低調に推移

しました。

　以上の結果、売上高は65億39百万円（前年同四半期比36.8％減）となりました。

　

④ＴＦＴパネル事業

ＴＦＴパネル事業は、大きな特需はないものの、顧客の需要が堅調で、概ね順調に推移いたしました。

以上の結果、売上高は82億83百万円（前年同四半期比6.5％増）となりました。

　

⑤電子材料事業

電子材料事業は、主要顧客がディスプレイ事業から撤退するため、売上は大幅に減少いたしました。

以上の結果、売上高は16億31百万円（前年同四半期比36.5％減）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

(資産)

当第２四半期会計期間末の総資産は、現金及び預金が４億５百万円減少したものの、売掛金が７億70百

万円、商品が９億33百万円それぞれ増加したこと等により、208億51百万円(前事業年度末比10億36百万円

増)となりました。

(負債)

負債は、買掛金が２億80百万円、短期借入金が６億76百万円それぞれ増加したこと等により、151億50百

万円(前事業年度末比11億17百万円増)となりました。

(純資産)

純資産は、剰余金の配当等に伴い利益剰余金の減少48百万円及び自己株式取得による減少41百万円が

あったこと等により、57億１百万円(前事業年度末比80百万円減)となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、営業活動、投資活動、

財務活動による各キャッシュ・フローが合計で４億５百万円減少し、４億64百万円となりました。

当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において営業活動に使用した資金は、９億30百万円（前年同四半期は資金の増

加31億81百万円）となりました。

これは主に、売上債権の増加額７億70百万円、たな卸資産の増加額９億33百万円、仕入債務の増加額２

億80百万円等によるものであります。
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において投資活動に使用した資金は、６百万円（前年同四半期は資金の減少11

百万円）となりました。

これは主に、長期預り保証金の受入による収入12百万円、長期預り保証金の返還による支出９百万円、

無形固定資産の取得による支出７百万円等によるものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において財務活動の結果得られた資金は、５億９百万円（前年同四半期は資金

の減少29億81百万円）となりました。

これは主に、短期借入金の純増加６億43百万円、配当金の支払いによる支出88百万円、自己株式の取得

による支出41百万円等によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年５月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,529,100 2,529,100
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数100株

計 2,529,100 2,529,100 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年１月１日～
平成24年３月31日

― 2,529,100 ― 550,450 ― 350,450
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(6) 【大株主の状況】

平成24年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ＴＭＫ 東京都杉並区高円寺南４丁目20番５号 800,000 31.63

武石　健次 東京都杉並区 360,000 14.23

武石　将樹 東京都杉並区 260,000 10.28

武石　智樹 東京都中野区 190,000 7.51

武石　富江 東京都杉並区 160,000 6.32

フーマイスターグループ従業員
持株会

東京都千代田区内神田２丁目３番３号 76,300 3.01

ルネサスエレクトロニクス株式
会社

神奈川県川崎市中原区下沼部1753 50,000 1.97

木村　光俊 愛知県大府市 20,000 0.79

武石　博 埼玉県上尾市 20,000 0.79

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 20,000 0.79

計 ― 1,956,300 77.35

(注) １　当社は平成24年３月31日現在、自己株式67,500株（2.67％）を保有しておりますが、上記の大株主から除いて

おります。

２　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を切り捨てて表示しております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

67,500
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,461,300
24,613 ―

単元未満株式
普通株式

300
― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 2,529,100― ―

総株主の議決権 ― 24,613 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社フーマイスター
エレクトロニクス

東京都千代田区内神田二
丁目３番３号

67,500 ― 67,500 2.67

計 ― 67,500 ― 67,500 2.67

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社フーマイスターエレクトロニクス(E24576)

四半期報告書

 9/24



第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年１月１日から

平成24年３月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年10月１日から平成24年３月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、アスカ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 872,032 466,751

売掛金（純額） ※１
 11,912,860

※１
 12,682,257

商品 4,332,672 5,266,231

その他 927,057 646,729

流動資産合計 18,044,622 19,061,969

固定資産

有形固定資産 1,362,019 1,350,070

無形固定資産 30,314 28,768

投資その他の資産 ※１
 377,888

※１
 410,781

固定資産合計 1,770,222 1,789,620

資産合計 19,814,845 20,851,590

負債の部

流動負債

買掛金 6,549,267 6,829,744

短期借入金 ※２, ※３
 6,816,500

※２
 7,493,140

未払法人税等 1,067 6,179

賞与引当金 52,396 42,165

役員賞与引当金 9,500 －

その他 121,037 290,450

流動負債合計 13,549,767 14,661,680

固定負債

退職給付引当金 77,986 76,743

役員退職慰労引当金 270,484 279,098

投資損失引当金 100,774 98,958

その他 34,231 33,831

固定負債合計 483,477 488,631

負債合計 14,033,245 15,150,311

純資産の部

株主資本

資本金 550,450 550,450

資本剰余金 2,382,670 2,382,670

利益剰余金 2,846,160 2,797,171

自己株式 － △41,012

株主資本合計 5,779,281 5,689,279

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,318 11,999

評価・換算差額等合計 2,318 11,999

純資産合計 5,781,599 5,701,278

負債純資産合計 19,814,845 20,851,590
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

売上高 39,477,759 31,571,221

売上原価 38,962,878 30,744,699

売上総利益 514,880 826,521

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 253,978 256,522

退職給付費用 9,769 9,815

役員退職慰労引当金繰入額 9,011 8,613

賞与引当金繰入額 56,748 26,681

その他 397,166 459,026

販売費及び一般管理費合計 726,674 760,658

営業利益又は営業損失（△） △211,793 65,862

営業外収益

受取利息及び配当金 1,093 959

為替差益 5,842 122,243

受取家賃 18,841 6,810

仕入割引 8,699 7,354

その他 4,201 9,095

営業外収益合計 38,678 146,464

営業外費用

支払利息 45,242 34,894

支払手数料 17,477 17,792

その他 5,071 3,398

営業外費用合計 67,790 56,085

経常利益又は経常損失（△） △240,906 156,241

特別利益

固定資産売却益 98 －

特別利益合計 98 －

特別損失

固定資産除却損 － 46

貸倒引当金繰入額 1,050 450

特別損失合計 1,050 496

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △241,857 155,745

法人税、住民税及び事業税 987 4,639

法人税等調整額 △76,049 111,575

法人税等合計 △75,062 116,215

四半期純利益又は四半期純損失（△） △166,794 39,529
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△241,857 155,745

減価償却費 22,337 23,004

長期前払費用償却額 360 360

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,130 1,598

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,248 △10,230

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,000 △9,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,400 △1,243

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,440 8,613

受取利息及び受取配当金 △1,093 △959

支払利息 45,242 34,894

為替差損益（△は益） △87,824 9,581

有形固定資産売却損益（△は益） △98 －

有形固定資産除却損 － 46

匿名組合投資損益（△は益） △701 △1,816

売上債権の増減額（△は増加） 2,158,412 △770,546

たな卸資産の増減額（△は増加） 61,349 △933,558

仕入債務の増減額（△は減少） 1,351,129 280,477

その他 122,247 317,506

小計 3,418,723 △896,025

利息及び配当金の受取額 1,094 942

利息の支払額 △44,989 △34,641

法人税等の支払額 △193,506 △338

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,181,321 △930,062

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △3,172 △2,195

有形固定資産の売却による収入 108 －

無形固定資産の取得による支出 △2,965 △7,360

従業員に対する長期貸付けによる支出 △9,969 △1,394

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 4,233 2,584

長期預り保証金の返還による支出 － △9,893

長期預り保証金の受入による収入 － 12,367

差入保証金の差入による支出 △234 △1,349

差入保証金の回収による収入 － 487

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,999 △6,754
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(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,853,209 643,161

リース債務の返済による支出 △3,154 △4,142

自己株式の取得による支出 － △41,012

配当金の支払額 △125,618 △88,309

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,981,982 509,697

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,329 21,838

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 179,009 △405,281

現金及び現金同等物の期首残高 490,215 870,011

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 669,225

※
 464,730
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

（会計上の見積りの変更）
当社は従来、棚卸資産の評価基準につき、通常の販売目的で保有する棚卸資産については期末における正味売却

価額が取得原価よりも下落している場合、当該正味売却価額をもって貸借対照表価額とし、且つ、取得から一定の期
間を超える場合には原則として規則的に帳簿価額を切り下げた価額をもって貸借対照表価額としておりました。
このたび、取得から一定の期間を超える棚卸資産について、正味売却価額が帳簿価額を上回るケースが増えてき

ており、棚卸資産に係る収益性の低下の事実をより適切に財政状態及び経営成績に反映させるため、第１四半期会
計期間より期末における正味売却価額が取得価額よりも下落している場合には、当該正味売却価額をもって貸借対
照表価額とする方法に変更することとしました。
この結果、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ157,409千円増加して

おります。

　

【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）
第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する
会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
（退職給付制度の移行）
当社は、退職給付制度として、退職一時金制度及び適格退職年金制度を採用しておりましたが、平成24年１月１日

に退職一時金制度及び確定拠出型年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」(企業会計基
準適用指針第１号)を適用しております。
この移行により損益に与える影響はありません。

（法人税率の変更等による影響）
「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置
法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、当社では平成24年10月１日以降に開始する事業年
度から法人税率が変更されることとなりました。
これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、従来の40.7％から平成24年４月

１日に開始する事業年度から平成26年４月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については
38.0％に、平成27年４月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については、35.6％となります。
この税率変更により、繰延税金資産(流動資産)が4,944千円、繰延税金資産(固定資産)が28,245千円減少し、法人

税等調整額が34,140千円増加しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

前事業年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期会計期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成24年３
月31日)

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

売掛金 1,003千円

投資その他の資産 77,471千円

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

売掛金 2,152千円

投資その他の資産 77,921千円

※２　貸出コミットメント

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引

銀行３行とシンジケート方式による貸出コミットメ

ント契約（リボルビング・クレジット・ファシリ

ティ契約）を締結しております。これらの契約に基

づく当事業年度末の借入未実行残高は次のとおりで

あります。

貸出コミットメントの総額 11,000,000千円

借入実行残高 5,300,000千円

差引額 5,700,000千円

※２　貸出コミットメント

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引

銀行３行とシンジケート方式による貸出コミットメ

ント契約（リボルビング・クレジット・ファシリ

ティ契約）を締結しております。これらの契約に基

づく当第２四半期会計期間末の借入未実行残高は次

のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 11,000,000千円

借入実行残高 6,300,000千円

差引額 4,700,000千円

※３　財務制限条項

当社が締結しておりますシンジケート方式によ

る貸出コミットメント契約(リボルビング・クレ

ジット・ファシリティ契約)(当事業年度末借入金残

高合計5,300,000千円)には、当事業年度末現在、以下

の財務制限条項が付されております。

―

 

当事業年度末日における貸借対照表の純資産の

部の金額を45億円以上に維持すること。

　

　４　輸出為替手形割引高　　　　　　　8,346千円 ―
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 671,246千円

預入期間３か月超の定期預金 2,020千円

現金及び現金同等物 669,225千円

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 466,751千円

預入期間３か月超の定期預金 2,020千円

現金及び現金同等物 464,730千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月22日
定時株主総会

普通株式 126,455 50.0平成22年９月30日 平成22年12月24日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月22日
定時株主総会

普通株式 88,518 35.0平成23年９月30日 平成23年12月26日 利益剰余金

　

　

　

(持分法損益等)

前第２四半期累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日)

― 関連会社に対する投資の金額 22,400千円

持分法を適用した場合の投資の金額 13,991千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額 4,317千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

当社の事業は、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

当社の事業は、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)

△65.95円 15.72円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △166,794 39,529

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失
金額(△)(千円)

△166,794 39,529

    普通株式の期中平均株式数(株) 2,529,100 2,515,213

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期累計期間においては１株当たり四半期純

損失であり、また、当第２四半期累計期間においては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社フーマイスターエレクトロニクス(E24576)

四半期報告書

20/24



　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年５月14日

株式会社　フーマイスターエレクトロニクス

取締役会　御中

　
ア　ス　カ　監　査　法　人

指定社員
業務執行社員 公認会計士　　田　　中　　大　　丸　㊞

　 　

指定社員
業務執行社員 公認会計士　　若　　尾　　典　　邦　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社フーマイスターエレクトロニクスの平成23年10月１日から平成24年９月30日までの第25期事業年度の第
２四半期会計期間(平成24年１月１日から平成24年３月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年10月１
日から平成24年３月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半
期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フーマイスターエレクトロニクスの平成24年
３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
強調事項
会計上の見積りの変更に記載のとおり、第１四半期会計期間より、棚卸資産の貸借対照表価額の算定方法を
変更している。当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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